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0. 報告日：2012年 8月 18日（金） 

1.参加期間と場所：2012年 7月 30 日（月）～8月 4日（土）、大韓民国・釜山大学 

2.申請者と所属チーム     

資
料
作
成
者 

（所属、学年） 

所
属
チ
ー
ム 

（所属チーム名称） 

 

 

大分大学大学院工学研究科 

建設工学専攻博士前期課程 1年 

 B4_JO2 

（構成員氏名、大学、学年）※自身を含む全員 

（氏名）  Takayuki ISEKI、大分大学、M2 

Yuki KOJIMA、九州大学、M1 

Yoshiaki DOBASHI、大分大学、M1  土橋 義章 

3.感想と今後の抱負 

3 カ国から 4 大学が参加するこのワークショップは、4 ヶ国語（英語、日本語、韓国語、

中国語）が飛び交う国際的な行事です。また、非常に短い期間の中で各グループ 3 人の意

見をまとめ、一つの作品を作り上げるという大変なものになっています。 

今回のワークショップで印象に残ったことを列記すると、まず中国の学生の英語力が高い

ことです。それにより、自分の表現したいことが言えるので、プレゼンの幅が広がってい

ると感じました。また、中国、韓国とも CG技術が高く、ボードの見栄えが非常に良かった

ことです。こういう自国の言葉が使えない場合とくに図でわかりやすくインパクトのある

ものを用意することが大事であると感じました。そして、伝えたいことをきちんともれな

く説明すること、見せたいところ以外の重要でない点は省くことが必要だと感じました。

これらにより、わかりやすく伝わる作品を作ることができるということがわかりました。 

この期間中、他国の学生と会話をするときは英語で行いましたが、私自身英語が苦手であ

ることも手伝ってなかなか自分の言いたいことが伝えられず歯がゆい思いをしました。ま

た、日常会話ならいいのですが、プレゼン時の質問などになると英語が途端に聞き取れな

くなってしまうことが残念でした。特に先生方のおっしゃっていることを理解できなかっ

たことが非常にもったいなく思いました。これからますます海外との距離は狭まってくる

でしょうし、他の国の人と話をする機会も多くなると思います。英語の重要性というもの

を強く感じた今回のワークショップとなりました。 

4. 提案作品 

タ
イ
ト
ル 

The Room with 

Boards 

概
要 

今回、東道西器を自然と建築の調和と捉え、それを用いて

自然を軸とした行動を誘発させることを目的とした。その方

法として敷地調査によって重要であると感じた自然要素（木

や岩など）をつなぐラインを引き、そのライン上に二つの素

材（木、ガラス）で構成された同じ幅の板を複数設置するこ

とにより多様な空間を用意した。その空間と可視不可視の板、

自然要素が人々をアフォーダンスする。 
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5. 提案作品のパネル 

 

 


